（仮称）自治基本条例市民検討チーム第５回会合

第５グループ討議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年５月１６日（火）午後７時10分　～　８時10分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市福祉センター２階　第１・２会議室

	メンバー：後藤幸男、亀山勝、渡邉久美子、岡田宏美、佐川栄一、鈴木信成、外山守城

議事進行担当：（司会）松山淑郎、（司会補佐）柳下実

事務局：松本幸恵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	グループ討議の概要

※　参加の動機など自己紹介、あいさつは一巡で終了し、（仮称）自治基本条例に関するコメント、意気込みなど抽出記載した。

・　景観を守りたいという気持ちで参加した。

· 緑多いまちを守りたいが、自分たちも緑を壊して住んでいるのだから、理論構成をしっかりしていかなければいけない。まちなみの調和をはかりたい。

· 人が暮らしやすい制度をつくりたい。

· 「歴史を大切にする」とは、生産者・職人など、「人」を大切にする、ということ。

· 防災の観点からも、自然（地形など）を大切にしなければならない。

· 行政が住民の手の届くところにいてほしい。

· 議論は、論争ではないのだから、やりこめるのではなく、建設的にすすめたい。

· 子どもが自分の道を選べる、安心できるまちにしたい。そのためには、まず大人たちが子どもたちをおおらかに受け止められるようになれば、おだやかなまちになるのでは。

· 鎌倉は、観光地化していて住みにくいので、住みやすいまちになればよい。

· 鎌倉は市民団体も多く、なかなかまとまらないが、理想を持ってがんばりたい。

· 年配の男性だけで作ってはいけない。若い人、女性の声はこちらから聞きにいかなければならない。

· 今までは、市民は「受益」のみの意識だったが、これからは公益を分担するのは役所だけではない。どれだけ「参加」できるか、であり、行政と市民の歩みよりが大切だ。

· 市民はお客様であり、市役所はサーバント（召使）である。地方は改革が足りない。行政評価も市役所のいいなりである。１００人会議で多少反映されるようになってきたが、まだ足りない。

· 市が作る計画はすばらしいのに、実現しない。その仕組みを変える、メスを入れる仕組みを作るのが自治基本条例だ。

· 参加者は皆各分野の知識がある人ばかりなので心強い。

その知識の積み上げ＋若い人の「鎌倉ドリーム」とで、自治基本条例に。

· まちのかたちについて、行政と市民のあり方、他の都市との比較など、各人切り口は違うが、「住みやすく子孫に渡せるまち」、という点で一致している。

· 自治基本条例は、精神として、市民憲章よりもしっかりした、心の息づいたものをつくっていきましょう。

○　運営委員について

　インターネット会議ならともかく、週１回実際に出向くのは無理という意見があり、自薦・他薦とも出ませんでした。




